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診察の受付けに役立つよう｢多言語医療問診票｣を診療科目ごとに表示・印刷できるようにしました｡
医療機関の皆様､ぜひご活用ください。

https://kifjp.org/medical/department/seishinka

医療機関の皆様へ



多言語医療問診票の使用時の流れ

1　患者がわかる言語を確認する

日本語の読み書きが難しい外国人患者が来院した際にご使用ください。

　本チラシ表面、又はウエブサイト画面の23言語を患者に提示します。患者によっては、患者自身の母語と国籍がある
国の公用語が異なる場合があります。先ず、患者が理解できる言語を確認してください。

2　該当の言語の問診票を印刷する

言語を確認することができたら、その言語の問診票を印刷して患者に渡してください。

3　患者が記入する

患者自身が問診票に記入します。

4　記入された問診票の内容を確認し、不明な点は受付の時点で本人に確認する

　患者が記入した問診票の中で、「その他」にチェックがある場合、または「現在治療している病気がありますか？」で「は
い」と答えている場合などには、その内容（症状）を確認してください。「多言語支援センターかながわ（10言語＋やさ
しい日本語）」で電話通訳が可能です。
　※電話通訳はクリニックの窓口での受付時に限ります。
　※多言語支援センターかながわでは診察中の「医療通訳」は行うことができません。ご了承ください。

多言語支援センターかながわ
https://kifjp.org/kmlc/


